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山

村

部

落

の

財

政

貫

態

島

恭

彦

l主

し

古王

き

こ
の
小
識
は
極
端
間
前
護
第
七
二
哲
、
第
四
競
に
由
民
表
し
た
「
山
村
の
樫
済
構
危
と
財
政
」
(
以
下
「
極
評
樺
建
」

k
略
す
)
の
績
編
で
あ
る
。
但
L

「
経
済
構
芭
は
、
調
査
の
整
理
過
程
で
必
要
に
な
っ
た
一
つ
の
方
法
論
的
覗
耕
で
あ
っ
た
と
い
ろ
意
味
で
私
個
人
の
責
任
で
あ
る
部
分
が
非
憶
に
多
か
っ

た
り
に
釘
し
て
、
こ
の
論
文
は
よ
り
多
く
一
昨
年
朽
本
村
の
調
査
に
宮
っ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
生
十
七
名
及
び
大
恩
院
愚
生
附
開
港
敬
司
君
の
共
同
の
成
果
で
あ

る
。
な
か
で
も
部
落
財
政
に
闘
す
る
資
料
を
探
し
あ
て
、
こ
れ
を
整
理
す
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
は
、
中
江
澄
君
は
じ
め
、
関
利
喜
、
鳥
飼
俊

遇
、
ス
矢
務
の
車
止
し
諸
君
で
あ
っ
た
。
更
に
と
の
論
交
に
つ
い
て
責
任
白
紙
園
を
明
か
に
す
れ
ば
、
付
〉
一
「
む
す
び
し
と
は
島
が
執
筆
し
、

ω同
帥
は
上

記
の
四
君
が
提
出
L
た
報
告
を
渡
漣
敬
司
君
か
整
理
、
分
析
L
た
も
の
で
あ
る
。

山
村
部
落
の
問
題

「
経
済
構
造
」
て
、
山
村
の
財
政
金
分
析
し
た
際
に
、
村
政
に
グ
ッ
チ
す
る
も
の
は
個
々
の
村
氏
で
あ
る
よ
り
、
部
落
秩
序
を
背
景

に
し
た
山
林
地
主
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
a

従
っ
て
山
村
財
政
の
分
析
は
こ
の
山
村
地
主
の
支
聞
の
棋
で
あ
る
部
落
財
政
や

山
村
部
落
の
財
政
責
態

第
七
十
一
一
一
巻

四
七

第
三
暁



山
村
部
落
口
財
政
責
態

第
七
十
一
一
一
巻

四
戸、

第
三
股

そ
の
経
済
構
趨
を
分
析
し
左
く
て
は
充
分
と
云
え
な
悼
の
で
あ
る
ω

併
し
そ
れ
ら
の
具
惜
的
な
分
析
に
立
入
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
山

村
内
部
の
部
落
心
問
題
騎
士
整
理
し
て
治
乙
う
@

「
経
済
構
遣
」
て
は
山
村
も
賢
汎
な
外
部
資
本
、
商
品
経
済
の
侵
入
を
う
け
、
階
級
分
化
白
進
ん
で
い
る
鮪
を
指
摘
し
た
ω

併
し
そ

れ
が
同
時
に
、
零
細
な
耕
地
、
乃
至
山
林
に
し
が
み
つ
く
多
く
の
農
民
を
再
生
産
し
、
彼
等
の
山
林
地
主
H
H
耕
作
地
主
に
劃
す
る
多
様

た
隷
属
関
係
を
新
に
生
み
出
し
て
い
る
G

従
っ
て
地
、
吉
に
謝
し
て
究
喜
一
に
濁
立
し
特
た
い
農
民
の
よ
に
部
落
秩
序
が
維
持
さ
れ

τい
る

の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
古
い
部
蒋
秩
序
が
残
存
し
て
い
る
の
は
、
山
村
の
地
械
の
庚
大
社
乙
と
、
交
通
の
不
便
な
こ
と
、
部
落
聞
の
距

離
の
速
い
こ
と
も
原
因
し
て
い
る
。
併
し
有
力
な
山
林
地
主
が
部
落
の
協
定
に
よ
っ
て
村
弁
議
員
に
お
く
り
出
さ
れ
る
の
は
、
貧
農
が

翠
hv
奥
地
部
落
か
ら
佼
場
に
出
て
来
宅
政
治
の
た
め
に
幾
日
も
由
民
費
出
来
左
い
か
ら
で
あ
っ

τ、
し
て
み
れ
式
以
上
の
部
落
秩
序
を
結

持
す
る
原
因
と
み
え
た
自
然
的
距
離
は
、
地
王
に
は
村
政
は
涯
い
け
れ
ど
も
、
貧
農
に
は
遠
い
と
い
う
政
治
経
済
的
距
齢
な
の
て
あ
り
、

一
部
落
ま
た
は
数
部
落
が
窃
一
定
し
て
村
合
議
員
が
お
し
出
さ

れ
る
よ
う
に
、
村
政
は
ま
た
部
落
秩
序
を
遁
じ
て
行
わ
れ
る
u

例
え
ば
村
税
の
街
牧
は
、
不
便
た
奥
地
部
落
て
は
数
ケ
日
を
か
け
て
行

わ
れ
る
が
、
縁
故
の
た
何
者
い
徴
税
吏
買
で
あ
れ
ば
モ
の
間
の
宿
泊
が
出
来
、
悲
加
。
そ
れ
ぞ
奥
地
の
有
力
者
に
韻
の
さ
く
、
ま
た
縁
故

平
れ
が
そ
も
そ
も
部
落
秩
序
を
規
定
し
て
い
る
一
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
@

の
あ
る
古
顔
の
吏
員
が
出
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
事
費
は
、
村
税
の
賦
課
後
牧
す
ら
が
部
落
秩
序
を
媒
介
と
せ
ず
に
は
行
わ
れ
た

の
事
情
を
推
測
さ
せ
る
で
は
な
い
か

併
し
「
経
済
構
造
」
の
中
て
も
明
か
に
し
た
工
う
に
、
部
落
は
図
家
権
力
中
外
部
資
本
が
山
村
主
つ
か
む
モ
の
手
が
か
り
と
た
つ

τ

治
り
、
山
林
地
主
は
い
わ
ば
こ
う
い
う
外
部
の
勢
力
企
部
落
白
内
部
に
浸
透
さ
寸
る
権
力
装
置
の
各
部
に
寄
生
し
て
円
い
る
の
で
あ
る
u

山
林
地
主
に
奥
え
ら
れ
る
村
白
、
ま
た
は
部
落
由
、
ま
た
は
各
種
経
済
、
主
化
園
鶴
の
役
職
は
一
止
に
そ
れ
ゼ
あ
っ
た
】
外
部
資
本
の
も



た
b
す
商
品
経
済
白
作
用
、
あ
る
い
は
税
令
、
供
出
等
に
代
表
さ
れ
る
園
家
権
力
の
作
用
は
各
部
落
の
階
級
分
化
む
促
進
す
る
が
、
己

れ
が
部
落
秩
序
?
打
破
っ
て
村
政
と
直
接
し
た
場
面
に
階
級
封
立
を
ゐ
し
出
す
斗
誌
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
け
だ
し
既
に
の
べ
た
よ
う
に

貧
農
遣
は
た
h
d
耕
地
平
山
林
の
断
片
に
か
ぢ
り
つ
い
て
い
る
か
ら
、
山
林
地
主
や
部
落
ポ
ス
へ
の
従
属
を
侭
す
結
果
に
な
り
、
そ
の
こ

F
一
が
更
陀
闘
家
擢
カ
平
外
部
資
木
の
末
端
機
関
と
し
て
の
彼
等
の
地
作
を
現
化
す
る
己
と
に
ふ
な
る
か
ら
ゼ
あ
る
ψ

従
っ
て
部
落
耕
序
は

維
持
胃
れ
、
む
し
ろ
村
政
の
場
面
て
は
階
級
封
立
が
部
落
樹
立
の
様
相
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ

τ来
る
G

自
己
の
部
落
の
秩
序
を
維
持
し

上
う
L
L

す
る
部
落
の
支
配
者
は
、
村
の
財
政
安
金
干
国
家
の
補
助
金
を
め
ぐ
ヲ
亡
抗
坐
す
る
】

時
に
は
村
営
周
を
出
し
ぬ
い
て
、

一寸

土也

下
役
場
し
の
形
て
外
部
の
勢
力
L
L

結
び
つ
こ
う
と
す
る
。

併
し
以
上
の
こ
と
は
交
癌
不
便
な
奥
山
部
落
と
、
外
部
経
済
闘
に
涯
接
し
た
部
落
と
で
は
、
あ
ら
一
わ
れ
方
忙
相
還
が
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
奥
山
部
落
て
は
商
品
経
憐
の
作
用
は
衆
議
農
家
を
苦
さ
せ
て
い
る
が
、
他
方
て
護
団
や
山
林
努
倒
を
通
じ
て
質
問
此
遣
の
山
林

地
主
に
到
す
る
多
両
的
な
終
日
圏
、
も
進
ん
て
い
る
。
彼
等
の
経
済
的
は
た
ん
は
部
落
秩
序
へ
の
批
判
と
た
ら
ず
に
、
逆
に
外
部
経
消
圏
に

、
む
い
部
落
、
ま
↑
一
村
外
へ
の
人
口
流
出
と
た
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
u

山
林
地
中
遣
は
部
落
秩
序
の
動
捕
に
劃
し
て
は
、
村
阜
、
岡
家
の
様
力

を
背
景
に
し
て
、
梢
助
金
や
災
害
復
奮
予
算
の
獲
得
、
民
十
検
建
設
、
誼
路
、
橋
の
敷
設
等
種
々
の
恩
恵
政
策
の
拡
誰
を
仕
か
る
む
て
あ

る
外
部
経
済
圏
に
註
い
部
落
て
は
、
多
彩
た
職
業
と
階
級
の
介
牝
が
準
み
、
山
林
地
宅
へ
の
従
属
も
そ
う
単
純
で
は
↓
尽
く
、
部
落
秩
序

ほ
相
営
ゆ
ら
一
昔
、
弱
L

ま
ワ
て
い
る
u

と
と
で
は
奥
山
部
藷
の
よ
う
に
外
部
安
本
の
作
用
が
、
反
作
用
と
し
て
地
主
的
官
僚
的
支
阻
の
強

化
t
L
H
み
出
す
と
い
ろ
関
係
は
み

b
れ
ず
、
部
落
内
の
「
民
主
化
」
の
過
程
を
遁
じ
て
、
そ
の
支
配
が
導
入
さ
れ
る
。
例
え
ば
中
農
居

h
T
貧
長
屠
に
ま
で
部
落
の
殺
帥
臓
が
分
配
さ
れ
、
部
落
の
財
政
が
「
公
開
L

さ
れ
る
。
併
し
こ
の
「
民
主
化
し
も
や
は
り
部
落
の
ワ
グ
内

山
村
部
搭
の
財
政
資
時
間

第
七
十
三
巻

一
四
丸

第

就



山
村
部
落
の
財
世
寅
態

第
七
十
三
巻

五
O 

第

1I~ 

四

て
の
も
の
で
あ
り
、
内
部
に
封
す
る
よ
り
も
、
外
部
に
謝
す
る
怒
態
て
あ
る
場
合
が
多
い
。
印
ち
「
民
、
主
化
」
の
ポ
ー
ズ
に
よ
っ
て
図

家
権
力
と
結
び
づ
き
、

「
モ
デ
ル
部
落
」
の
指
定
を
う
け
て
、
よ
り
多
く
の
補
助
金
主
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の
わ

が
園
陀
ぞ
く
ぞ
く
あ
ら
わ
れ
た
「
モ
デ
ル
部
落
」
平
「
モ
デ
ル
村
」
と
は
、
地
主
的
勢
力
が
奮
秩
序
の
動
格
に
割
腹
し
て
、
古
川
V

支
配

の
根
を
多
少
と
も
抽
出
し
乍
ら
、
園
家
権
力
と
結
び
つ
こ
う
と
す
る
時
の
鰭
制
て
あ
る
と
瑠
解
し
て
よ
い
。

私
津
が
己
己
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、

こ
心
よ
う
な
意
味
て
の
「
モ
デ
ル
部
落
」

φ
財
政
て
あ
る
。

落
」
で
あ
る
が
故
に
、
私
達
は
分
析
の
手
が
か
り
と
な
る
予
算
決
算
書
類
を
手
に
入
れ
る
己
と
が
出
来
た
の
て
あ
り
、
ま
た
「
モ
デ
ル

部
落
」
で
あ
る
が
故
に
、
そ
り
財
政
構
造
の
中
に
、
地
主
的
支
聞
と
官
僚
的
支
配
の
混
合
物
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
後
に
指
摘
す
る
通

そ
れ
が
「
モ
デ
ル
部

り
で
あ
る
。

部
落
の
政
治
経
済
構
造

と
こ

F
部
落
は
役
場
か
ら
一
歩
い
て
四

O
介
、
距
離
二
・
五
粁
の
江
若
パ
ス
滑
棋
に
そ
づ
て
密
集
し
た
部
落
て
あ
る
。
部
講
の
総
戸
数

耕
地
一
一
町
四
反
、
山
林
五
二
四
町
が
こ
心
部
落
に
届
し
、

木
材
年
成
長
四
豆
五

O
石
(
危
林
面
積
九
一
町
)
、
仔
牛
一
一
頭
、

農
家
=
一
五
戸
に
つ
い
て
耕
地
山
林
の
所
有
分
布
を
規
模
別
に
見
れ
ば
第
I
衰
の
遁
り
d

F
部
落
を
奥
地
部
落
と
比
較
し
て
特
色
ず
け
れ

二
一
八
戸
(
一
-
五
人
〉
?
っ
ち
農
家
が
三
五
戸
、

七
O
石
(
供
出
五
六
石
)
、
安
九
三
七

O
俵、

主
た
る
生
産
物
は
米
二

牡
牛
一
一
一
一
顕
で
あ
る
a

rr 
)
 
1
 
(
 
耕
地
の
山
林
陀
封
ず
る
面
積
は
奥
地
よ
り
一
も
大
き
く
、
耕
地
は
相
常
に
開
け

τお
り
反
常
り
牧
量
は
奥
地
の
一

・
七
石
平
均
と
い
う
高
位
に
あ
る
。

-
二
石
平
均
に

劃
し
て
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土
地
所
有
の
闘
係
は
奥
地
よ
り
も
濁
占
心

度
合
は
低
く
、

(2) 

奥
地
て
は
五

O
町、

一O
O町

(
基
帳
U

の
地
主
が
い
る
に
反
し
て
こ
こ
で
は
最

高
一
五
|
二

O
町
隠
閣
の
二
戸
に
過
ぎ
ず
、
か
つ
耕

地
と
山
林
の
所
有
般
況
も
相
営
の
デ
コ
ポ
コ
が
あ

っ
て
、
そ
の
照
際
関
係
は
奥
地
ほ
ど
明
確
で
左
い
E

農
民
の
品
就
業
に
は
茨
燥
の
ほ
か
に
銃
器
問
、

大
工
等
外
部
資
本
の
賃
持
働
者
や
職
員
の
品
就
業
が

見

b
れ
、
役
場
K
比
較
的
託
い
だ
け
陀
外
部
経
済

(3) 
圏
と
の
交
流
白
度
合
は
大
き
い
u

己
白
よ
う
な
特
質
が
こ
の
部
落
を
村
営
周
を
し

て
「
モ
デ
ル
部
落
」
と
指
定
さ
せ
た
一
因
で
あ
り
、

ま
た
制
部
落
民
生
ん
じ
て
部
落
財
政
の
民
主
化
を

日
程
に
上
せ
た
地
躍
で
も
あ
っ
た
。
併
し
こ
の
民

会
一
化
が
匡
吾
、
小
曲
牢
校
長
蛇
引
の
手
て
治
め
ら
れ
た

こ
と
は
、
後
に
見
る
上
う
た
限

A
を
詰
然
に
合
ん

て
い
る
と
共
に
、
品
耳
官
白
井
の
激
化
は
既
に
「
f
f」

五

第

蛇

五



山
村
部
落
の
財
政
質
強

策
七
十
三
巻

五

第
コ
一
皆

jで

ヂ
ル
部
落
左
ん
て
過
半
〈
の
こ
と
が
一
正
い
う
貧
農
の
持
を
牛
ん
で
い
る
Q

そ
と
て
ま
ず
部
落
、
村
の
佼
臓
に
あ
る
人
々
の
経
済
的
基
礎
を
示
し
た
第
I
去
を
民
主
う
Q

村
政
に

F
ッ
チ
す
る
村
議
は
も
L
t

工
ゎ
、

部
務
を
総
括
し
同
時
に
固
定
資
産
評
慣
補
助
員
J

し
も
あ
る
直
長
は
、
凡

τ部
落
の
上
暦
に
あ
る
地
主
、
中
県
上
層
で
あ
る
u

す
な
わ
ち
医
長
A
氏
は
耕
地
一
町
を
所
有
し
内
三
反
主
貸
付
け
て
い
る
耕
作
地
、
7
て
あ
る
と
と
も
に
、
山
林
一
四
町
と
い
う
部
議

一
一
、
三
の
山
持
ち
で
あ
る
@
被
の
同
は
反
営

E
ご
右
と
い
う
上
山
て
、
採
草
地
目
枚
を
二
枚
宛
#
陀
使
用
し
て
既
肥
(
牛
一
頭
所
有
)

を
大
量
生
産
し
て
金
肥
を
節
約

LIl--彼
の
言
て
は
忍
冷
地
帯
J
t

は
金
肥
を
使
ろ
と
料
に
円
穏
が
で
き
る
向
1
i
l
五
O
俵
を
生
産
し
で

相
首
の
供
出
ヤ
ミ
米
心
余
禍
も
あ
る
。
他
方
自
家
野
倒

ρ点
族
六
人
、
場
倒
力
別
人
U

を
主
と
し
て
年
間
八

C
O伎
の
木
表
を
焼
ふ
さ
一
一
二

高
閣
余
白
預
金
牧
入
を
得
る
と
と
も
に
、
他
人
原
木
に
依
存
す
る
農
家
に
一
町

ιっ
き
五
高
闘
の
割
、
ず
原
木
を
買
っ
で
い
る
@

植
林
心
函
て
も
コ

O
町
(
雪
可
込
ろ
の
山
に
一
割

ω植
林
を
行
い
、

多
角
経
瞥
を
い
と
な
む
耕
作
地
主
で
あ
る
a

彼
同
四
年
陀
部
落
の
直
長
て
あ
る
り
み
な
ら
ず
、
固
定
資
産
許
慣
補
助
員
と
し
て
村
政
に
グ

同
b
育
苗
も
し

τ治
り
、

要
す
る
に
安
焼
・
植
林
・
農
業
の

ヴ
チ
し
て
い
る

ま
た
村
議
に
立
候
補
し
た

H
氏
は
部
落
一
の
土
地
所
有
者
ハ
山
一
六
町
八
反
耕
地
一
町
五
反
同
七
反
貸
付
ゾ
ど
票
は
他
都

一
治
の
村
議
に
喰
わ
れ
て
落
選
し
た
も
の
り
、
そ
の
一
息
子
は
農
協
の
技
術
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

己
れ
に
反
し
て
部
落
内
の
職
務
を
執
行
す
る
に
過
き
な
い
部
落
の
役
員
|
|
土
木
・
産
業
・
す
人
化
・
宗
教
部
長
等
ー
ー
や
村
y
f
一
部
落

を
結
ぶ
駐
在
員
(
他
の
部
落
で
は
直
長
が
策
ね
f
L

い
る
の
が
多
い
が
F
部
落
で
は
駐
在
員
は
車
な
る
遁
締
係
と
し
亡
問
り
持
、
)
は
、

車
た
る
走
口

役
と
し
て
中
農
下
居
・
貧
農
に
回
り
持
ち
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
宗
教
部
長
を
づ
と
め
一
る
C
氏
は
山
林
四
町
、
回
一
一
・

八
人
の
家
挟
を
か
か
え
次
男
は
京
都
の
友
禅
の
徒
弟
に
、

女
は
大
阪
へ
女
中
に
と
離
村
し
て
い
る
。
農
業
は
親
類
か
ら
同
一
反
七
畝
を
借
受
け
て
四
反
ご
一
畝
の
同
士
経
辞
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

六
反
、
畑
一
・
五
反
(
下
唐
ほ
ど
畑
地
の
比
率
が
大
き
い
)
白
所
有
者
て
、

長



ま
た
臨
時
の
土
建
ヱ

は
喰
つ
亡
ゆ
け
任
刊
の
て
、
戸
主
は
山
林
傍
働
(
組
長
)
に

長
男
は
一
院
長
の
原
木
を
買
づ
て
決
燥
に
従
事
し
、

ハ
父
↓
?
と
も
雇
わ
れ
て

γ切
と
い
う
貧
農
て
あ
る

第2表部落費の負嬉吠況

昭和26年度F部落主入預貸

総額 90，300団

土地賃貰質額剖 18，OoO 土地賃貸贋格1固に付書￥4.07

家墨 f/ 9.02ヨ 家軍 " " ￥7.29 

所 持 割 33，120 等担えより 12辛紙まで

平 均 害IJ 27，口町 一戸平均割り

tロ) 土地所有規模別部落費負3告の献況

! ;fjj::f;ili}iJfif規模別一回竺5ど」竺斗竺(J151ヂ|
戸数 1 8戸 .191616i2

二声平均語 I 1示寸 6.5寸 8 11 研鈴 1.2反 4 6.5 i 8 11 15.5 所有面 f育 ム白

一 一 一一一
同山林百竺上竺王」二4 61 42 116 130 

t~ t竺竺ーと竺己」竺1_2.0ー出三竺己，fYl5 j土127
村民柚|問団 2.175 i 4.01l I 4.5臼い5G4 6，4釦戸竺l_7l50l 1. 2.485 1.3.458可 1 I可 玉
'iIT (b) I 4竺己 6.H07J 仙 18戸高T1弘119ソ7，912
1mI  33.1 i壬三.5 23.7 28.4ヨ

￥752.50 

付)

山
村
部
落
の
財
政
官
一
態

部
落
費
の
配
分

こ
の
よ
う
な
部
落
の
樺
カ

i
l階
級
構
成
の
中
ノ
ヘ

ぞ
は
ど
D
よ
う
な
部
落
行
政
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

ま
ず
「
こ
こ
て
は
部
落
費
の
剖
営
は
最
も
公
平
で

す
」
と
自
慢
さ
れ
る
部
落
協
議
費
D
賦
課
欣
況
を
見

ょ
う
。
第
2
表
は
昭
和
初
年
度
の
部
落
費
負
婚
の
表

て
あ
る

部
落
費

ω
割
営
は
資
産
割
(
一
ニ
O
%
)
所

得
割
(
四
O
%
)
均
等
劃
ハ
三

O
%
)
の
一
一
本
廷
を
と

っ
て
お
り
、
こ
の
勲
他
の
多
く
の
部
落
が
頭
割
の
均

等
な
の
に
劃
し
て
私
達
は
こ
白
改
革
を
高
〈
評
債
し

な
け
れ
ば
な
b
ぬ
。
だ
が
こ
れ
で
必
ず
し
も
中
農
下

居
、
貧
農
の
部
落
費
負
婚
の
軽
減
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
ν3 

い
ま
土
地
所
有
規
模
別
に
、
村
氏
税
、
固
定

資
産
税
の
負
婚
と
部
落
費
の
負
婚
を
封
比
し
て
み
る

静
七
十
三
巻

五

揮

按

べコ



山
村
部
落
の
財
政
賀
態

第
七
十
三
春

五
四

第
= 
競

/、

耕
地
三
反
未
満
の
八
戸
(
山
林
所
有
平
均
ご
町
二
反
)
白
部
落
費
負
婚
が
八
村
民
税
+
固
定
斉
産
研
+
部
落
費
〉
の
一
二
三
一
%
を
占
め

て
い
る
に
反
し
て
、
ま
た
三
五
反
暦
て
二
七
泌
を
占
め
℃
い
る
に
反
し
て
、
耕
地
一
町
、
一
・
五
町
以
上
の
上
層
八
戸
ハ
平
均
山
林

所
有
二
町
な
い
し
一
豆
町
)
て
は
一
一
一
一
一

μた
い
し
一
一
一
一
一
・
四
必
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
は
ち
本
来
付
税
が
土
居
ほ
ど
質
質
的
負
捨
白
騒
い

ヒ
ヱ
ラ
ル
ヒ

l
的
値
制
と
た
っ
て
い
る
の
に
、
部
落
費
は
そ
れ
に
輸
を
か
け
た
苛
刻
な
負
婚
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
民
主
的
な
方
法
を

と
っ
て
い
る
己
白
部
審
て
さ
え
そ
う
左
の
で
あ
る
。
賀
際
山
林
所
有
者

l
i耕
作
地
主
が
納
め
る
四
五
千
園
白
部
落
費
は
、
買
い
山

林
、
採
草
地
を
も
と
て
と
し
た
立
木
版
費
、
製
表
、
仔
牛
て
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
現
金
が
入
る
か
ら
、
納
入
も
容
易
で
あ
る
G

だ
が
自

家
飯
米
に
も
こ
と
依
く
受
間
貧
農
、
臨
時
白
山
仕
事
、
土
方
仕
事
、
或
は
出
仲
間
脅
か
ら
の
僅
か
の
牧
入
に
た
ょ
っ

τ
い
る
貧
農
に
と
っ

て
一
ー
一
一
千
聞
は
大
さ
託
先
捨
て
あ
る
。
し
か
も
こ
心
部
落
費
は
毎
且
二
四
日
に
曹
洞
宗
の
寺
て
聞
か
れ
る
愛
宕
講
白
日
に
徴
牧
さ
れ
、

とこ
れ
を
治
さ
め
占
な
け
れ
ば
「
村
八
介
」
に
さ
れ
る
と
い
う
強
制
力
を
も
っ

τ
い
る
。

四

部
落
の
譲
算
、
決
算
書
の
分
析

て
は
こ
の
よ
う
に
し
て
徴
集
さ
れ
た
部
落
費
を
物
的
基
礎
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
部
落
の
政
治
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
第
3
表
は

昭
和
三
五
、
二
六
年
度
の
F
部
藷
の
経
費
、
予
算
決
算
書
と
モ
心
明
細
で
あ
る
u

一
見
し
て
な
ん
と
数
々
の
飲
み
喰
い
の
多
く
、
な
ん

と
上
級
役
員
へ
の
手
厚
い
も
て
な
し
亡
あ
る
乙
と
か
u

な
ん
と
宗
教
的
色
彩
の
濃
い
部
落
自
治
開
て
あ
る
と
と
か
&
私
達
は
費
目
を
泊

つ

τこ
の
内
容
に
立
ち
入
ろ
う
ν

)
 
，nJ
 

(
 
宗
品
私
費

決
算
む
二
回
I
i
二
六
%
を
占
め
て
い
る
宗
教
費
白
内
容
は
、
昔
な
が
ら
の
農
民
の
農
耕
生
活
に
関
係
の
深
川
円
四
季

い
祭
杷
春
祭
、
一
一
百
十

H

秋
祭
、
大
抜
い
ー
ー
の
た
め
心
御
酒
代
、
御
供
米
代
、
榊
官
謝
植
に
大
部
分
が
消
費
さ
れ
て
い
る
。
他



第3制限 F部落特別法金決算報告書

lEftLLLLLζ直記一竺一一一lJ¥
儲手許金|附8回 I 6四 一|

| l l H 1911刺息 i 
査業部 I 33，799 29，875 円 440 I 噴弱者副主用料 | 

ド4 帥 5 I 同 酔入的成金 | 

I 500圃醐料金刊点 ! 
!丈化部 2，933 3.461 I 528 I 10ヶ月 x40， 2ヶ月 x5口固 l

I 28国貯金刊子
し 一一--_._---------- i 

ム 13.227 工事支出
I '" 6山iSO 堤防エ串地フロ

土木部 I 27，891 I 6，479 I 62]，412 I 捕下運動防費
その他

ム]，606 工事セメント代

i宗教部 i 18，726 町田3 IL!泊四|寺院修理積立金
¥617.656 I 同 立替金

社寺維持金 I 28，448 I日 8G 3，3判
計 i118.475 I 91，613 I 626，7>什

山
村
部
落
の
財
政
貨
態

は
寺
院
神
社
の
種
々
の
負
換
金
て
あ
る
。
一
蹴
寺
の
改
修
、
維
持
の
た

め
に
は
別
に
部
落
共
有
林
の
貰
却
代
金
、
寄
附
金
主
積
立
て
た
特

別
基
A
m
が
設
け
ら
れ
て
、
年
々
四
高
七
千
園
前
後
の
金
が
吐
寺
の

構
成
全
保
づ
た
め
に
繰
越
さ
れ
て
い
る
。
吉
ら
に
宗
教
的
行
事
と

し
て
憂
宕
講
が
毎
月
三
回
目
に
寺
て
開
か
れ
て
い
る
。
E
の
講
は

同
長
が
つ
と
め
て
、
部
落
民
は
こ
の
目
に
米
一
升
と
現
金
=
一
十
園

者
持
参
し
て
参
集
し
、
婦
人
舎
が
御
馳
走
を
作
つ
℃
飲
み
喰
h
す

品
。
だ
が
こ
の
日
ク
リ
ュ

l
シ
ョ
ン
の
場
は
、
同
時
に
村
役
場
の

倖
遣
事
項
が
医
長
を
濯
じ
て
連
絡
さ
れ
る
村
行
政
の
一
環
と
し
て

の
場
て
あ
り
、
供
出
割
皆
、
作
報
調
査
そ
の
他
の
下
請
を
遁
じ
て

園
家
椴
力
に
よ
る
系
統
的
取
奪
の
一
環
と
た
る
場
て
あ
る
@
同
時

に
こ
の
愛
宕
講
の
田
に
先
の
部
落
費
が
徴
牧
さ
れ
、
電
力
合
枇
の

電
燈
料
の
徴
牧
は
一
月
四

O
園
(
後
に

意
燈
料
が
徴
牧
さ
れ
る
G

五
十
園
)
と
い
う
安
い
手
数
料
で
部
落

l
l講
を
通
じ
亡
行
わ
れ
、

己
の
手
数
料
牧
入
は
部
落
基
金
特
別
合
計
の
中
陀
繰
入
れ
ら
れ
、

文
化
費
の
予
備
に
充
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
愛
宕
講
の
ほ
か
に
、

ム
ロ

大
念
品
開
、
観
音
講
、
繁
昌
等
の
慣
行
が
あ
る
こ
と
は
庶
務
費
の
中

停
七
品
一
一
一
巻

玉
三L

事

就

1 



山
村
部
落
の
財
政
資
態

陸費決賞:害

奇「三百一軍官 τ 
戸高|棚〈ゴ 昭和田年決算明細

示示訓品目 1 

4.GC仏 517. 1抑!鵡3升¥春祭5合、神主諮5昔、二百十日5合、世分1目1合
| 川相京5昔、.m1.抑 5 合~1f.j-1 5升、大姉5合計9U=ll1斗 1升5合

500， ! 44. I大晦日・春秋祭固骨宮=8チi勉元且むLどし2升
360. 10白|蒋世祭にローソグ 1?;:<'利引D周 泊5合代ワ問問

2，500. i 1.900パ年俸3，5田圃・春秋祭・大放その他900回

I 2 
2χ'ι000川1 1川，1心1口1げ7白刷5町叫o!利祉登言制団凹周、悌数官2刷園、宗務所費釦22部日5印O周司紳仲| 
| 叶世費生07聞、その他殺直費回目、布政部費207周 i 

500. I 60. I批務所用上!!'J:f¥;
13，000. 1 κ町 |弗イギ忌、高慢担悼費 4.4251問、校探知回、寺修繕杉庖節

目L」由自盟主川
3，500. Iム2，明|怖くわ叫酒5合間，側ゐ 開講話接待費364|
I ~e ， eo". I (上藤長市門;先とと捜符費G叫悶 5ば180，ねぎ、 "'"/:1>100，

Il周、上藤民養護静岡接待の焦内来8.5升210閏

5，000. 1ム1，550. I~r:;報調査菓子岱、要帥稲作付調査菓子代帥割昔、
I ~....VUV. Il部購入者受前期日締出の慰若手費等

2，000. Iム 900. Iむ〈ろ55"jZC.---]Z!";に付20国

2.000. I ̂2，00C 

第
七
十
三
春

26，500. 1 4，182.501 

3，000. Iム 756. I 児童嗣祉大官1，口60図、村民角力大官選手慰努費1，]84国

5，000. Iム 118. I映宣曾1，887回、部落浪曲大官止と5圃 | 
3，000. 1 四 |春季、秋季衛生掃除検杢員賄弦3，明2圏、チプス鼓防注射|
u，evv' 1 係員防費450国

115，5叫 3，7岨 501寺取付工事費 1，519闘、タト燈電時代3.010回、外陸、寺、
1 山山一| 可飼育場竜燈料14，689周回

776. I敬老骨14人の菓子代

4.000. I 3.160 
500. iム 20.

8.500. I 

i帝ワな苛錯楳代
!土ホ課長、村士均一酌決接的2，7回問、堤防工
事地元抑下運動にかかる賄費 2，500圏、 県草砂防協骨費50
目、堤防問題につき封議垂直役場係員の勲賞1.260哩

ホ:茨17イ夫代
消防費 5，000聞く椅助費その他〉青年令3，0口0周、大念悌
500圏、繁昌200園、在日苦講日日コ圃

iム 380. I壁紙墨代

I f#防ポンプ暁7l<管新調代

1，000. I神宮、寺氏災見舞金

lm| お018||ー伺委早塑Eq
2，000. : 

喧LEー-

:正
ノ、

銅

器

3.180 

)，988 

ム 650

19，3'10 

1.000 

9.000 

1.500 

3.340 
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山
村
部
落
。
財
庄
賃
態

第
七
十
三
岩

五/、

第

宜主

か
ら
補
助
金
が
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
、
多
彩
の
年
中
行
事
が
山
村
民
の
生
活
を
規
定
し
℃
い
る
。

か
か
る
講
そ
の
他

の
行
事
は
農
民
に
と
っ
て
一
ヲ
の
リ
グ
り
ェ

V

ョ
Y

の
場
と
も
見
b
れ
る
が
、
己
己
て
注
意
す
べ
き
は
こ
の
よ
う
た
し
き
た
り
が
同

時
に
村
行
政
の
末
端
機
関
の
機
能
と
た
り
、
外
z消
費
本
の
利
用
の
具
に
さ
れ
て
h
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
部
落
内
部
に
お
い
て
も
村
権

力
に
参
興
し
外
部
資
木
の
利
径
に
あ
ず
か
る
山
林
地
主
、
中
農
上
屠
は
、
こ
の
り
グ
り
ェ

l
シ
ョ
ン
を
享
紫
て
き
て
も
、
貧
農
は
こ
の

震
に
米
を
買
い
、
重
い
部
落
費
の
徴
散
を
様
威
ず
け
ら
れ
、
世
寺
維
持
の
た
め
に
寄
附
金
や
勢
働
奉
仕
に
苦
し
ま
ね
ば
た

b
ぬ
と
い
う

己
と
て
あ
る
。

己
白
経
費
は
毎
年
予
算
よ
り
も
決
算
額
が
少
な
く

C
一
五
年
度
強
算
-
六
・

-m↓
訣
算

-
0
・

zm、
二
六
年
度

臨
時
算
一
四
%
↓
決
算
冗
・
四
%
U
、
他
の
費
用
(
丈
俗
世
、
土
木
費
)
が
増
大
す
れ
ば
必
ず
こ
の
費
用
が
削
ら
れ
る
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
野

(ロ)

産
業
経
済
費
日

獣
ハ
猪
)
駆
除
、
駆
虫
、
噴
霧
器
の
整
備
等
直
接
農
民
D
生
産
に
関
係
の
あ
る
予
算
、
と
り
わ
け
劣
等
な
土
地
僚
件
に
あ
っ
て
乏
し
い

貧
農
に
は
、
村
が
こ
の
針
策
士
ギ
っ
て
い
な
い
以
上
、
部
落
が
支
出
す
る
の
は
営
然
で
あ
る
予
算
が
さ
ら
に
制

b
れ
る
と
い
う
事
情
に

あ
る
ロ
乙
れ
に
反
し
て
作
報
調
査
、
供
出
割
営
等
白
園
家
に
よ
る
農
民
の
牧
奪
の
た
め
の
事
務
は
、
村
を
遁
じ
て
末
端
の
部
落
に
没
透

し
、
茶
菓
代
、
慰
弊
金
と
い
っ
た
賄
費
が
産
業
経
済
費
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
た
ゐ
己
己
て
庶
務
費
の
中
て
固
定
資
産
評
償
委
員
賄

、
費
が
上
級
佼
員
心
接
待
費
に
治
と

b
ず
相
営
の
負
捲
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
治
こ
う
む

「
モ
デ
ル
部
落
」
と
い
う
こ
の
部
落

の
特
徴
は
、
た
だ
農
業
講
習
舎
の
た
め
の
講
師
接
待
費
に
名
残
り
を
と
ど
め
る
だ
け
で
、
し
か
も
己
れ
が
む
し
ろ
生
産
的
な
獣
封
害
策

中
農
機
具
の
整
備
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
事
情
は
、
村
の
「
開
都
民
計
霊
」
が
い
た
ず
b
に
外
向
き
の
ポ
ー
ズ
だ
け
に
終
っ
て
い
る
事
情
を

反
映
し
て
恒
る
斗
総
辞
博
志
」
参
照
U
V

わ)

↓
文
化
費
日
経
費
別
に
見
れ
ば
毎
年
第
一
位
、
一
一
一
四
四
一
ガ
を
占
め
て
hv
る
e

だ
が
「
文
化
」
部
落
の
笠
態
は
文
化
費
の
過
半



が
外
灯
、
寺
、
飼
育
場
の
電
灯
料
と
い
う
固
定
費
に
ー
に
ら
れ
て
い
る
事
情
て
、
電
力
料
金
の
値
ト
げ
は
年
々
予
算
上
り
も
決
算
額
を
増

大
さ
せ
1
1
1
し
か
も
と
の
問
電
灯
料
徴
牧
の
手
数
料
は
僅
か
一
ヶ
月
に
つ
斉
一
一

O
国
」
し
っ
た
に
温
ぎ
た
い
l
i
i、
更
に
寺
の
電
灯
取
付

で
事
ま
で
が
部
落
費
J

て
賄
わ
れ
で
い
る
。
街
生
費
は
曲
目
民
の
生
活
水
準
白
向
上
の
た
め
白
経
費
て
は
を
く
、
た
だ
衛
坐
検
杏
員
h
T
係
員

の
賄
費
に
す
ぎ
ず
、
と
こ
で
も
園
鯨
事
務
の
シ
ワ
ヨ
セ
が
部
落
陀
ま
で
侵
透
し
で
い
る
と
い
え
上
う
。
か
〈
て
主
化
費
の
名
残
り
は
映

養
合
、
浪
曲
大
舎
、
角
力
大
舎
と
h
う
娯
楽
と
ス
ポ
ー
ツ
に
僅
か
に
見
ら
れ
る
ロ

乙
れ
で
は
青
年
蓬
の
「
都
舎
に
ぞ
な
け
れ
ぼ
勉
蹟
て
み
戸
一

在
い
し
、

ロ
ク
な
映
霊
も
見
ら
れ
な
い
。
部
落
に
残
っ
て
h
る
も
の
は
カ
ス
だ
L
F
一
思
わ
れ
て
い
る
」
正
い
う
悩
み
も
消
え
そ
う
に
友
い
。

仁ヰ

土
木
費
h

以
上
の
よ
う
に
農
民
の
生
産
向
上
、
生
活
水
準
の
引
き
上
げ
と
は
総
の
な
い
不
生
産
的
経
費
の
槍
犬
、
園
家
財
政

と
官
僚
機
構
の
重
厚
が
村
を
通
じ
て
部
落
K
ま
で
浸
透
し
て
い
る
傾
向
は
、
土
中
4
費
K
お
い
て
古
ら
に
あ
ら
わ
と
も
似
る
。
土
木
費
の
大

部
分
比
雑
費
に
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
譲
を
決
算
明
細
に
見
る
と
、
雑
費
六
、
六
八

O
閑
ハ
土
木
裂
の
九
O
M刊
〉
は
、
た
ん
と
挟

む
よ
う
友
費
目
に
支
出
さ
れ
て
い
る
d

)
 
l
 
(
 
堤
防
決
壊
観
察
ハ
鯨
土
木
課
長
・
土
木
委
員
)
二
七
八
O
園

(3) 

温
路
測
量
・
堤
防
問
題
賄
費

二一六
O
固

(2) 

堤
防
工
事
地
元
扮
下
運
動
賄
費

三
E
0
0
国

(4) 

問
問
砂
防
協
曾
負
捨
金

員

上
級
官
僚
に
春
ま
せ
な
け
れ
ば
補
助
金
が
も
ら
え
ず
、
仕
事
も
で
き
な
い
と
い
う
「
宴
舎
政
治
」
は
圏
、
勝
、
村
政
に
限
ら
ず
、
部

落
に
告
い
て
も
例
外
ぞ
は
た
い
。

も
と
よ
り
こ
れ
に
関
係
す
る
も
の
は
村
、
部
落
の
ポ
ス
ゼ
あ
り
、

水
害
は
外
部
資
本
(
土
建
〉
と
地

主
、
中
農
土
居
白
利
盆
の
た
め

r盛
理
さ
れ
、

「
第
三
の
災
害
」
(
村
長
談
)
を
一
般
農
民
に
も
た
ら
す
。

己
の
饗
宴
に
は
凡
そ
農
民
の

日
常
生
活
忙
綴
D
な
い
山
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
鍵
詩
、
ビ
ー
ル
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
も
己
の
饗
宴
の
背
後
に
は
、
災
害
の
態
念
慮
置

の
た
め
に
排
嘗
持
参
白
都
議
民
心
弊
働
奉
仕
と
、
こ
れ
に
向
友
け
れ
ば
一
日
二
一

O
O国
主
徴
牧
さ
れ
る
と
い
う
予
算
外
に
は
み
出
た
負

山
村
部
落
の
財
政
寅
蔵

事
七
十
三
巻

王
丸

第
三
強



山
村
部
落
の
財
政
寅
態

第
七
十
三
巻

一六
O

第
三
鵠

四

捲
が
み
一
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
在
長
特
別
基
金
の
十
一
木
部
か
ら
、
古
ら
に
賄
費
が
六
六
八

O
国
、
工
事
支
一
叫
が
一
高
三
千
闘
だ
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
水
害
と
た
れ
ば
直
ち
に
閃
る
の
は
地
元
落
部
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
部
落
費
負
権
工
事
も
し
た
け

れ
ば
た
ら
ず
、
ま
た
潜
在
的
失
業
の
貧
農
が
水
害
に
よ
っ
て
却
っ
て
地
元
工
事
伊
通
じ
て
工
事
人
夫
の
司
令
保
障
き
れ
、
己
の
低
賃
銀

を
利
用
す
る
土
建
業
者
と
村
、
部
落
の
ポ
ス
の
暗
躍
L

仁
な
る
関
係
は
、
車
に
村
長
の
い
う
「
第
二
の
災
害
」
が
農
民
の
意
識
の
治
く
れ

か
b
〈
る
と
い
う
設
明
だ
け
で
は
納
得
て
を
な
い
も
の
を
も
っ
て
い
る
。

む

す

び

以
上
F
部
落
の
財
政
、
特
に
モ
の
歳
出
商
の
分
析
を
透
じ
て
、

支
配
の
問
眼
前
が
か
友
り
一
濃
厚
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
併
し
同
時
に
園
家
権
力
と
村
外
の
濁
占
賛
本
の
支
配
も
著
し
〈
浸
透
し
て
い
る
こ

と
を
考
察
し
た
の
で
あ
っ
士
。
す
で
に
第
一
節
J

し
も
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
己
の
一
一
つ
の
支
配
は
互
に
並
列
し
た
別
の
物
て
は
長

加
。
部
落
内
の
支
配
者
が
、
部
落
秩
序
の
弱
腔
化
に
封
際
し
て
、
上
か

b
様
々
の
「
民
主
化
」
の
方
策
l
l
i部
落
費
心
民
、
主
的
駆
介
、

「
モ
デ
ル
部
落
」
の
内
部
に
も
古
い
部
蕗
秩
序
、
す
志
わ
ち
剤
、
主
的

部
落
役
職
の
一
ま
わ
り
も
ち
、
寸
〈
化
厚
生
費
等
に
つ
い
て
の
譲
歩
等
々

illlを
賢
施
す
る
た
め
陀
、
園
家
権
力
平
外
部
資
本
土
結
び
つ
空
、

結
果
に
お
い
て
地
主
的
支
配
を
件
持
し
よ
ろ
と
し
て
い
る
か
ら
ぞ
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
岡
家
権
力
や
外
部
資
本
は
地
主
的
支
臨
の
時
間

存
物
を
遁
じ
て
部
落
を
掌
握
し
て
い
る
と
一
式
え
る
だ
ろ
う
。
己
れ
は

F
部
落
と
い
う
一
山
村
の
特
殊
た
部
落
心
財
政
分
析
を
通
じ
て
推

論
さ
れ
た
と
と
ゼ
あ
る
が
、
日
本
の
多
く
の
農
村
に
も
あ
る
程
度
、
あ
て
は
ま
る
事
情
で
は
な
か
ろ
ょ
っ
か
。
従
ヲ
て
昨
年
み
ら
れ
た
上

う
た
軍
事
装
地
反
劃
斗
f

守
や
水
害
復
奮
斗
宰
の
上
う
に
山
村
、
漁
村
の
斗
需
が
は
げ
し
く
た
れ
ば
、
部
落
内
の
支
配
も
ゆ
h
一
ぐ
と
同
時

に
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
閣
家
権
力
も
大
き
く
動
揺
す
る
と
と
に
な
る
の
ぞ
は
た
い
か
と
恩
わ
れ
る
v


